
防災林科の最近の調査･試験から
海岸林におよはす塩風の害

天北地方防災林の現況とこんこに対する考察

伊藤重石ヱ門

今　　純　一

防災林の今日性にふれて

森林伐閑にはじまった本道の開発は,木材生産という立場からの森林造成はあっても,土地保全の意味の

森林造成を社会的に認識されたのは近年になってからのものであろう｡それが最近の社会をとりまく科学と技

術の急速な進歩は産業構造を変え,都rB構造をも変革させて土地利用のパターンを変化させるに至ったのが現

状である｡そのため,その持つ防災効果だけに防災林の価値観をみいだすことは不可能になり,産業立地を保

全する土地保全と,いまひとつ次元の高い調和のとれた土地利用と景観設定のための森林造成という責任を負

わされながら,その現実に当面せざるをえなくなってきているO　さらに防災林自体.蝣｣産をともなう経済行為

ではないけれども,林業の場においても林業それ自体が生産性を発揮するかどうかということに重大な意義を

もって参画しなければならなくなってきているO

海岸林の造成は海岸地帯における土地保全目的のほかに緑化そのもののもつ景観設定が必要であり,最近

話題にされている天北地方の造林技術対策は,防災林という徴気候緩和のための植物集団の保護のもとにはじ

めて生産性が語られるし,本道にもっとも広く分布する第3紀層地荷のしかも作業のしやすい傾斜の緩い山地

にみうけちれる地すべり地帯への森林施業技術･林道開発･拡大造林にともなう崩かい地への植生導入など防

災林造成技術とその応用方法の改善は,多面性をもちながら検討される時期にきているO　ここでは防災林糾設

立以来追跡している｢海岸林におよはす塩風の害｣,本年とりまとめた｢天北地方防災林の現況とこんごに対

する考案｣について報告する｡

海岸林におよぽす塩風の害

は　じ　め　に

最近,海岸緑化対策,塩風の影響をうける地帯での森林造成方法などについて論議されて

いる｡海岸林の総合的な造成技術体系確V｣のためには,使用する樹種特性の吟味と造成対象地

の環境解析を早期におこなわなければならない｡海岸林の造成位置･造成幅員はこれらのこと

が解決されなければ定性的な解釈をこえることはむずかしいと思われてくる｡われわれは,追

内海岸のいたるところで強風にさらされて片面樹冠の様相を皇しているミズナラ･カシワ･カ

ラマツ,時としてトドマツなどの海岸林をみることができるo　かなり帖員のある個所では,内

陸に入って塩風の影響がなくなるあたりで,ようやく樹冠が回復して樹高も高まっている様子

が観察されるC　左右非対称生育のこの片面樹冠の原田を塩風害によるという意見がつよいO

塩風被害とは,樹木がおもに海風中の塩分の作用によってその組織に生理的な障害を受け,

これに風の境概的作用も加わって,樹体の一部ないし全部が枯死するものを意味するもので,



塩風にもたらされた塩分が主な因子であり,乾燥などの諸作用はこの塩分害を一層促進すると

解釈されているO　道内においてほ,従来,塩風害と林滞造成とを関連づけた調査･試験はあま

りなされていない｡防災林科では海岸林の位置･樹種.幅員など造成方法を検討する手だてと

して塩風害にBEIする調査.試験をすすめているので,以下このことにふれ,ついで耐塩性樹種

試験について報告してみたいO

塩風害の覗査･試験

石狩海岸における塩風害調査

積雪期に海岸に立つと,雪上に機体を露出しているマツ規の針葉のほとんど赤変している

様子は雪の白さと対称的であり,このとき雪

を掘り起して雪中の針葉をみると大概緑葉を

保っているのに気がつく.義-lは1969年3

月18日の残雪期,石狩海岸林で採菓したもの

義一1針葉の電苛皮測定,石狩海岸
1969. 3. 18採取

義一2　針葉の電導皮測定,石狩海岸

1969. 6 16採取



の塩分濃度を電導度法により測定したものであるO　雪上のものはいずれも赤変していて,この

電導度を測定してみると高い値を示している｡これに反し雪中にあって緑薫を保っているもの

は低い数値であり,冬期の赤変葉は塩風害によるところが大きいという材料がえられるb　さら

に表-2は同じ年の6月16日同地拝で調査した赤変薬と緑葉の電導度をあらわしていて, 3月

と同様に塩風害の様相をよみとることができるD　なお6月に調査したものは,赤変した針乗が

枯れ上っていてその高さは0.6-0,8m以上にあることが特長的であったC　この被害部位高は積

雪深に影響されていて, 3月調査時には1.5m近くかそれより高い部位に多くみられた被害が,

雪どけと共に枝葉の露出部位を下方にひろげていくために,被害部位を低めていったものと考

えられるO

後谷地クロマツ海岸林と塩風害

本道に近く,東北の海岸林としても著名な能代市後谷地クロマツ海岸林を1968年3月精

査して,汀線近くから内陸に連続しているクロマツは汀線に近いほど針葉が赤変していて,内

陸に入るほど赤変の度合いがうすく緑薫が多いという典型的な塩風害の様相を観察したO　ここ

で,赤変している被害o)程度のことなるごとに採集して実験室にもちかえり,塩分濃度を測定

してみたく図-D｡

この調査からも被害の程度と電導度(塩分濃度)は密接な関係があり,汀線からの距離に

も関連していることが理解でき,塩風講への電導度測定応用のいとぐちが開けていった｡

電導度測定とその方法

塩撰濃度をあらわす場合,含塩量を直接表示する方法と間接的に含塩度をあらわす方法と

があり,後者が電導度測定であるO　電導度は溶液中に存在する電導性イオンの総和の応答で

あり,長さ1cm,断面積1cm2の筒にみたされた溶液の電気のとおりやすさを測定するらゎ

で,抵抗の逆数(ohm~1/cm)としてあらわされ, ohm~1はβ(モー)で示してふつう100万分

H=!OM

JL-> ｣竃

0　　　　　0　　　　　0　　　　　　0
〟'0,1　　　　　　　NO2　　　　〟V 3　　　　NO 4　　　　　〟0 5

汀濃からの距離 〔M ) 140 220 280 340

電 導 度 (fiv ) 1000 ′625 739 437 281

十 I -11 1十 や 殆んど赤変 温偵陳変 温側ク口■ネ ;海側クDr ネ 席に赤変

上 部赤 変 上半わずか

に赤変

○[n　採集カ所

匿1-1　後谷地,クロマツ海岸林と塩風害
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汀線からの距離と電導度
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ライン･トランセクトにあらわれた林帯は,汀線から30-95m程度の範囲にありこの地

区の造成幅員は50-80mである.汀線からのhr仁雛とノTLE等度の関係は図-3により示される｡こ

のLgをみると,汀線から内陸に向って指数的線的に急勾配に針葉の電導度がひくまり, 60mの

距離になってやや平衡的な値をとっているO　クロマツ林帯として期待できる位置が汀線から

60m付近から内陸側であるということを,おおよその意味であらわされたものとして解釈で

きるようであるD　ヨーロッパアカマツほ汀線から90m離れても電導度は高い伯を示し殆んど

枯夕EしていたC

ガ-ゼで輔促した塩軌中の塩分濃度(電導度)も60mが変失点となっていて針巣のそれと

¥4じ値の傾向がある｡このときの塩風は林帯に向って450の角度から吹きつけ,風速5.8mで

あった(汀線から40m,地上高1mで測定)0

以上の結果から門別町トヨサト海1-2林におけるこんごの対策として,汀線から60mより

内陸の林荷幅20-50m部分のみが有効な幅員として検討されたから,それより前域の汀線か

ら30-60m部分は犠牲林帯として維持確保していかなければならないと考えられるo　その際

の樹種としてほイタチノ､ギ･直立型グミ　-､コネウツ車などの広葉樹を主体にして林帯構成が

V '蝣'i '. ′二/-:L.

耐塩性樹種試験

試験のねらいと方法

塩風害が各樹種特性とどんな関係を有しているかを知っておく必要があり,そのために林



試構内で耐塩性樹種試艶をおこなった｡試験は塩水処理により実施し,実際には塩水を直接冠

水するかたちでは塩風が作用しないけれども,その徹底されたものの表現型として考えられる

ことから,試険は海水と同じ濃さをもつNaCl量の含まれる塩水を調製し1m3の水槽内で処理

した｡処理ほっぎの4区として,鉢植えのもので試換したo

l　地下部浸塩水区

2　全機体浸塩水区

3　地上部浸塩水r克

4　無　処　理　区

鉢植えは1969年5月10日におこない,用土は普通の畑土にピートモス1/5を混ぜ,鉢は

処理しやすいために軽量なポ])鉢を用い,活着したことを確かめてから, 7月3H-4日浸塩

水時間120分1回として処理し,その後つよい雨が直接あたらないように屋根でおおい潅水は

鉢部のみにおこなうように管理した｡供試樹種は広果樹-11針果樹-12健で,各処理区各樹種

3鉢を用い,以下のとりまとめは平均値によっているD　なお1年の生活期たけで試験結果の出

てこない面が多いから,この試験は継続しておこなわれなければならないが,その際には供試

樹種,被ikの観察方法t｣どにも検討をくわえたいO

処理別被害の消長

丁　:-t h.1､f'LH　日,　ユ11 Ll ∴∴■･良iVVi."',ITli　､･J∴:Jt州岩三一L:ミi蝣.'-*f.'蝣'¥f!ト上1-｣ 1..ト

される｡この図でたとえばシラカソJiについて考察してみると, 7月5口には早くも徴候があ

らわゎ,とりわけ全機体処理r{に高い被害度で出はじめそれが持続し,地下部処理区は次第に

被害度がf"Jまり逆に全樹休処理区と同じくらいになっていったo Lかし地上部処理区は1程度

の低い被害を持続させる性徴なものであった,と説明される｡

被ILf度は0, 1, 2, 3の指数で示し,

Oこ　無　被'LE

1:巣がわずかに変色したこの

2:薫が樹体の1/2程度褐変し時として脱落したもの

3:機体の1/2以上-ほとんど全集が褐変し脱落するか脱落寸前のもの

凶と観察寿.㌧巣からつぎのことがらが要約される.

1　広葉樹にくらべて針英樹は被害の出方がおそいD　広葉樹は7月5日･7月7Ejに大半

故実の徴候があらわれているのに,針葉樹は7月9日にはじめてその徴候がみられる0

2　広果樹ではイタチ-ギ･アキグミ･ヤチダモは割合教候がおそく出るタイプであるO

地上M処理に被害の消長のもっとも短かくあらわれているのがイタチ-ギついで二七7カシャ

てあり,このことは後で報岱する生長屋に影響してくる｡

3　針葉樹てはストF,-プマツカニもつとも早く徴峡があらわれそれが次第に高まって持続

され,ヨ-ロッパアカマツ.モンタナマツは遅く徴候があらわれたo
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被書o)特撮しているもの｡
一一一一一一枚書の徴陰のあるもの｡被害の回復した毛の｡

0, 1, 2, 3,被害庚をあらわす｡
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被害度
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SI-5　処理別被害度と当年生長丑
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写真1
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4処即方法では全樹休処理】<.//蝣もっとも早く故帳があらわ-H,それと同時かすこL巡れ

て地~卜部処理は二･地上部処月!区にあらわれているCドロノ11･ニ七7カシャ.イタチ-ギ･ポ

プラ･キクゴヨウマツは地上用三処刑UxがもっともMHて披出があらわitている0

5L和jl･はさIlていないが濃緑far
IJIJから被譜があらわれそれが次掛二柴の内方に向って褐変

して∴-1fEIr'�"V�"､∵^川良u-t'<上▲∴

6炎が脱耕し芯邦が枯れてもm井力により側芽を仲良させてl51役するものにイタチ-ギ･

二七7カシャがあったt,エうど汀線近くで梢朗を枯Jfはせながらも生活しているこモアカシ

ャの塩凪f書U)少年型がよく4.vJL>hが,その状況をよく脱明づけられる結果を観察できた｡

処理別被害度と当年生長量

力i終朋A日子卜こ^ssr.1,'蛇とw生長.'ll.二｣m-5により頻約すると,つぎのことがらが考察

さ11る0

1グロ-･,ツこ.t各処n.kつ:'して披`.I;のあら))′Ilkかリたw.･J)蜘仲でAbリ,塩分に対し

てはJPLLり斬然ffitfUjoあ,Lことか示された｡

2ほとんど</>&甜対極が全例休処理l<での紘'M空がもっともIl:古く,つい地下ilニ処理が

わずかに拭く旭hX処fillさ二は'5ft披(--]-があら-b.HていないoJ虹上紹;処m*二に托`LIfJ)ふら′tLるも

a:)は広腰樹ではシラカンパ･ドロノキ,針鹿桝のヨーロッパ7かてツ･ストローIjLマツ･スギ

などであ･-,た｡

:ミ;L∴v-'il-l.i∴1i∴い-<i-il亡!蝣:!;:∴.

I),広射針亡は一一Jl.刊よ,,きりとしていて,千

f一蝣;.し'V∴｣I,蝣蝣I.'i:ト.･∴-lftI三･日小･_

ち)!)>&iてい針此榊は広瓜樹ほどではな

い//蝣,カラてツ妊iとストローブてツにそLl)戊

止;/j'*vやみh,hる｡s*r一度において塩分処理

の右を3背があらわれるかもUiftい.

4イタチ-判土地卜挑処理l.<�"全椀体

処刑ネ二におし､てほかの供試桝種に比較して'i:

艮I1-JiJ.がI'llいことをm｢lできる｡Vi災休11%地で

写兵-3　　　･に]-1¥.一¥U

由ト∴･･蝣J. .蝣'二二-l N､一C 'i.'＼1.u一蝣*i. mド

as泣砧水l三毛･仝樹休Utii水区･地-Lfflifc塩水

Lく二･ ㌢蝣iti　卜､L　トナ　_Xh,i¥*...ミI､仁　一

も､∴て　こ∴4;'.心二　　　　　fiL~∴蝣.'11､.二

を火和･右n　鵡川などの海/f;休にLんられるよりに,イタチ-車は塩帆ソiEにつよいといっても

.し:.-'-.-,'1二､.

天北地方防災林の現況とこんこに対する考察

は　じ　め　に

天北地方における造林技術の改善を論ずるとき,砧11をか.(0兄は/Jかす裸地(綻生地)を



走る塩風を捕捉する海岸林の存在と,その海岸林の造成技術を無視するわけにはいかないだろ

う｡この広汎な裸地に造林する場合,まずその地帯に森林を成立させようとする場の徴気候の

改善が必要となってくる｡裸地の凪上面に位置する林地は当然,林衣となって防風林帯の役目

を果さなければならないだろう｡このように考えるとき,極言すると,天北の造林はまず防風

林づくりからはじめなければならない理になってきて,その防風肘土とりもなおさず,防災樵

そのものの造成技術となるに違いない｡

このような意味で,一般造林の側からも防災林を検討する必要があり,汀線からの距離と

の関連,樹種の問題,防風施設との関連,林帯造成方法などに考察を加えるために現況調査を

おこなったものである｡とりまとめの方法としては留萌･宗谷での代表的な個所,苫前町北香

川と猿払村シネシ,/コ,椎内市サラキトマナイをとり上げ他については割愛したO

被害の調査は表13のような種類,被害度区分によったO　なお,寒さの害と塩風害とは分

牡できない場合が多く寒塩害として記載したものが多いO

蓑　3　範~Lモ'-蝣%化lt軽X?.'*-"ド∴

現　況　親　王

苫前町北香川海岸林

位置と地況

北香川海岸林は,日本海に沿って発達する標高30-40mの海岸段丘の肩に位置し, 5-20-

内陸に向って傾斜した斜面地形に造成されている｡林帯造成地から内陸ははば平坦な畑地が続

き,波状性丘陵地へつながっている｡

段丘は砂丘性のもので,砂壌土系土壌からなり,林帯造成以前は砂草の被覆もなく飛砂害

がかなり見られた｡地表植生はササ, -ゾヨモギ,カヤ,ワラビなどの草本で木本として段丘

斜面にはふく性のカシワ,時としてイタヤカエデが散在している｡

年度別植栽内容

調査地は1959年から1965年度まで造成された幅員40-60m,延長2,000m,　債約9ha

で,表14に示す10種類の樹種が植栽されているo ha当り植栽本数は10,000本が基準で,アキ

グミ･二七アカシャは20,000本植栽された年度もある｡ヤナギは埋枝により犠牲林造成に供さ



慕-　4　　　色?j LE Ut ,'1 ir

樹　　　種　　　別　　　植　　　栽　　　佃　　　墳

3-C?s<　　ソク アキグミlヤナギ
ヤ　　　マ

-ソノキ 辛-ダはソ封　計

れている｡地ごしらえは,地表草本と根茎の競合をさけるため,地はぎをおこなっているが,

地はぎの執ま野鼠にとって好適な走り場となり,雪もたまりやすく春おそくまで密度の高い残

雪があって,一層雪害を助長した結果となり有効な方法とはならなかったので,この地方で現

在は採用されていない｡防風垣は高さ1.8mのネマガ1)竹を用い, 15mx20m前後の間かく

で設置されている｡

外国産マツ芙頁の成績

外国産マツ矧も　外国における砂防樹種としての実績,寒さに対する抵抗性のあること,

さらに,生長の早いことなどに期待して1950年代末からヨ-｡ッパアカマツ･バ./クスマ

ツ･リギダマツなどが道内の海岸林に用いられたが,樹高を高めるにつれて塩風害に罷り枯損

していくものが多いので,現在はほとんど海岸林用樹種から除外されている1967年のとりま

とめ資料から引用して検討の材料としたい｡
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調査年度別被害度を真一5によりみると,各樹種とも1965年から1967年調査時にかけて,

被害木のふえていることが目につく｡これは横高が増すにつれて寒塩害を受ける結果となった

もので防風垣と閑適があり,図-6によると1965-1967年時で樹高が防風垣をこえる高さとな

り,被害の増加した訳が理解できる0

1967年調査時の原因別内訳は真一6のとおりで垣が雪を捕捉するための害がかなりあり,

このことが樹勢を弱めて一層寒い塩風に害される要因となったものと考えられる｡雪害にも罷

りやすく,梢高が高まるにつれて梢頭部から枯損していく経過をたどるこれらの外国産マツ頬

は,海岸林用主林木としては期待できず,最近では被害を受けながらも防風垣高まで(2.0-

2.5m)伸長したところを利用して,犠牲林的に扱うことを検討し,帯状に伐関してその跡にト

ドマツなどを導入することが試行されているo

二七アカシャ･ケヤマ-ソノキその他の広葉樹とトドマツ

植栽された広葉樹の中でアキグミは肥料木としての効果と前衛樹として専業者手早期に導

入されており,ヤナギほ防風垣に代行させるものとして垣縁に密植されたが垣高をこえるあた

りで風衝形態をとっている｡現在最も良い成績を示しているものはニセアカシャで,その他/､

ソノキ類,シラカンパ,主林木として有望視されているトドマツについてここでは検討してみ

たいO

二七アカシャ

道内の防災林の中では汀線近く(汀線から70-80m　で良好な生育をなしている代表的な
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義一　1967年調査被害原因の内訳

二七アカシャ林狩であるO　二七アカシャほ道内の他の海岸,東北地方海岸林の例でも,直接,

塩風にたたかれるところでは不向きであることが多い｡平坦な地席で成績の良いのは後志管内

共和村1)ヤムナイにおける海岸林で,汀線から500m内陸に入っているo　これに比較して急立

する段丘の肩部で汀線に近いUti離にあって成績の良いのは風下側に向って地形が緩斜していて



義17　二七アカシ1,の位栽戒節

そのあたりに造林していることの地形的な有利さにも負っているところが大きいD

それでも,比較的呪術地と内陸側の部位とでは樹1㍍もずいぶんと異なるD　表-7に.上ると帆

衝地では3.2mで大半が梢頚枯れの被害を受けているのにくらべ内陸の14;割のものは4Amに

も連していて被r.与度もごく軽いものであった｡

木調禿地に隣接して, 1951年杭靴の古い二七7カシャ造林地があり,こ.huskも了lrく試行

されたものの一･部で, 'fc育状テ妃も安正してい

-'J.,-蝣1∴ ∴.:~M-蝣蝣.∴　いhL l,l｢†.. ft.　∴

なってみると誠一7のよ･)に,帖i¥40mの

小,汀線に近いhlr糾まどM右も紙く枇`,fftO様

相もひどい帆的形腰をとl),佃l¥<r>半ばより

汀線側J)もの(,tます｣屯在11上f>Wr^!-.j-一之を1切

符することは無aであろうO　二nm¥;この蝣¥m

高軌よ1967if一凋売時の5.0mと変りなく殆

んど高まっていないことから,しだいに樹たち

がttまるとしても40-50m程度の林帯幅fi

では,現在見られる荘M捌I"Jの8.0mまで林

写u-io　　　　　ンヤレ'~-iJっj三上iiliii^ 1 L7l卜こ/-i

lT状況もJl好一･二畑地i-w,.;蟹してい

丁　,''.I二J*"'lた∴　日

-Hl-'llfの平均樹満を引き上げることはかなり困難なことと!むわかち.

ぬI蝣什一�"^¥(i¥壬tyl罠.こ､屯蝣蝣蝣>l'､mu∴Jti也の;S;蝣.去吋I^--'蝣Vi-､･lT∴し'i&l'i.':蝣-蝣If'郡上と七･･こ

符できるが,木地r左の内陣側の嗣戸5.8幸6.0mからLA接効!^l剛Tlを洲'定すると,150m<n柊ノj

までおよぷことになるO

ケヤーマ-ソノキ･シラカニ/バ･コ.ミノヤて-ソノキ

表-8でケヤマ-./ノキは前述1951年始粍ニーt:アカシャ林,桁の股前線に位既していて,悼

･1'.2-こ*iiv､･ト王¥'り;-J.k-､･:l､.け心'､ニI--.一蝣-Pi*:iv.二clnllこいしか(魁軌.∴LJ､

ためこんごの伸長は望みえないOシラカソ/:･コバノヤマ-ソノ牛は共に内陸に200くらい傾

斜した斜ifiiのrll相にft二毘していて条件の良い地.,∴いこ屈Lているが,梢M部から枯れ上り,消めつ

寸前の状藩にあるWaUIAmを超え,防剛郎;-il.8mを超えてようやく3m代になり,冬



義-8　ケJL･7-ソノキ.コ/ミノヤヤ-ソノキ･シ--}カー/′;のfin鶴城&F王

m本刺
･

-

蝣

'

相　　和l葡脚細

ケ　ヤ　マ　ハ　ン　/　キ

･.-　　-　一　　�"　¥

シ　　ラ　　カ　　V　　蝣一�" 24　　　　　1,2

期日本海からto5K帆の彫背をつよく受ける高さに弔った約

T..i.ここ､¥T.しくilこ..I

トドてツ

1961'wiに二七7-)}シャむ的′1:.樹としてその保滋の

もとに的叔したトドてツ林分について調充をリミ施してふ

たo二七7カシャのり絹屯林は台風などにより破壊されるお

それがあるから,トドマツと約人行わせてili交効児をあげ

つつ｣るのは巧入な方法であろ蝣)外l-qi'i?---ツTiE互//>塩凪的

二年を受け針楽捌J_)増大なIIf枚.けさ′hつつAhZJVとfc,1:.経木

として見砥されてよい郷土蛸棚であろ蝣J｡1967^時と

1969年調宜特む比瞭すると表一9のとおりでニセアカシャ

の肥料木効果もあって生育も良好である｡

猿払村シネシンコ海岸林
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して'#入されたト　K-?ツ

1三林木一苫iuj Kr北香川

木地【菜二はオホーツク海に画した標高10m前縁の海If-　二七7'jシヤー1951年WL札樹指5.0

段丘に位圧し,汀線から100-150m離れて造成されてい　m,トドヤツー1961年旭札的謁2.Om

る｡段.丘はところどころに小沢を挟み,段丘の内陸側には準平原化した丘陵性台地が展開して

いる｡土壌は埴土系のもので,背丈の低いサす,イワノガ1)ヤスなどの埴生が優占しているb

(蝣-i'li/ij ij軌-i a

年度別的耗内容を示すと表-10のとおりであるbこの実両も　主約18haで, "f均佃i¥50m,

およそ4kmの延長にわた-,て汀線にf-frに遊成されてきた｡総裁樹種は針英樹8,広紫脚12

碓鵜の多軌こ及んでいる//�",このことはII当地tメ.'における適樹ォIJN発にいかに野方しているかを

もの語るものであるO　ここではグイマツ･カラマツ.ヨーロッパTil-*ツ　　Vクスマツ･ケ

蓑19　トドヤツの調兼年度別比較(19fil年柑t親1



秦-10　if-ffi　別･榊純別iiTl机

4.2車:i o.:V 2-恒1l o･ 1.4中小　0-1日･5了晶-02(2.0):与1.9

sraちnxMMma昭′ ffTiMirn軌7才MM3&鷹1

hIH一�"蝣>iu ;しこ

グイマツ･カラマツ

ダイマツほ1967年調泰時の頃からfl:.目されていたが,本年度の現況調衣はグイマツを追跡

LS:長閑i^^E Hーi ^ t i wmfj'朋WMB

により観察Lてみると, f均糾l'l占2.4mに.過

Lていて防夙土LW"石1.8mラインをこえてい

たc LかL 1967 i¥:A埠にはJIM越に[5:らなか-,た

塩凪Vf (光枯もOf一発しているがカラマツが示

すよ'")に典型fflな外見卜.の特長は余りみちJL

n i-o fcト^EE3ほほh耀m玩m

のカラマツは尤情のためMr.a以j二にはりほ.It

fj:い状態にあるが.前′I:.作として利lnしてト

ド-7ツを?1詩人することがAUされている｡

^^^^^^v^^ss由邑KKJ ∵ら^aa訟iii凶

写亮-12　" f-.･ツ鰍i一林リ>'-!蝣蝣#状況一拍払村

-/ネシ./コ, w汎iiiVJiをこIL平均嗣

･蝣Ji2Amに達Lている, 1961咋帥拭

ヨ-.]ヅ-アカマツほ, 1961咋Wi鵜のものは寒塩`¥W目立たないが1960t¥t的耗のものは

樹{,',]2.5mにj壬していて20本小12本塩I郎L子に擢一つていた.外周推マツ軌ま前fi=淵とLての利

用方法を考える必要がある｡またこれら外国樹種は蝣-'{'βのため限元帆中細7,幹折が多く　<lrl巧

で坊努木となったものは被Jにさ,れ樹勢栄えて,塩楓`HP-に対しても抵抗力をもたなくなる:Hそれ

があるから,枚部に近い力接の紫理や, m伐をおこない林符を健康な姿iこ保つ蛎力がtlほれるD



義一11 1969年調査時の被害鑑･樹高
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防夙凪二保遜さJtているトドマツ(写Il■卜13, 14)に'i-rrrur-.紺地のIノのこt {V-C卜
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ケヤて-ンノJ--　その他
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ザマツ･ニホンアiiてツiH孟帆V?を,一蝣蝣&.Iナるi'wさにノC-1て:y

ているo　ニホンアカ7ツ与.t塩帆に倣いことは広く):iiちか

ているとお';-c,他のもJ)との比較に川いらJtたに過ぎ

ない｡

稚内市サラキトマナイにおけるトドマツの成績

天北の裸地(W.te也) a)典ョなすラキトてナ1にみる

二j∴･LJ T '! Hi!∴　-ilト11hvも∴トft　止∴Li=､.I. ';i
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対策を講ずる必要があろう｡サラキトマナイには保安林政

写宗一15　稚拙,帆,511.9m, 1州コ

咋柚｣'A

良や業としてトドヤツ植栽が試行されているO　木地IKの軌1-bui林が他のm三体とその作柄を興

にする訳は,水幣.源確保と林地により荒はい移行を防ぐというnrfoをも.･,ていることにあり,

汀線から4kmも内陣に入一つているが,海からの寒凪をまともに受けるfほほ史地なので,裸地に

桐栽したトドマツは笹lL:吉を出たあたりで塩帆′H17を受けて梢頭部分や帆L･_側の枝繁を枯抑させら

れる状態を多くみうけるO　裸地とその裸地に防風垣を設匠して快方誓された地蝣Ilj'とのトド7ツに

-,ト-蝣-:*:'蝣!.蝣.;∴LL.旨h I'f.i.y　札lトト:､i　た-lこ∴'1上　ぎー川L∴ 〉ir.､l三＼ `lトト∴.蝣蝣サ蝣I.汁は七十¥f:I]　き

ないと考えられ,この調査でいう防風垣に代る林紙　すなわち前′†淵'Mi'または前術m'iif　二の

両者を仕立てることを犠牲林′Jifを造成するという｡)を日∴;/二てることが,この他'11/のj告経のため

には欠かせることのできないものだろう｡



考　　　案

天北地方防災林の樹種の間窪

東北地方北部まで海岸林用樹種として決定的なクロマツが,本道に入って日本海岸での適

用範臥ま,せいぜい後志以南で,後志以北において,現在までの防災林施行経過の中でクロマ

ツに代りうる針美樹を見出だそうとしても無理である｡ 1950年代末から導入したヨーロッパ

アカマツ･バンクスマツ･ 1)ギダマツなどの外国産マツ類は,生育初期には生長も旺盛で期待

をもてたが,防風垣高(約2m)をこすあたりで塩夙にさらされるようになると,梢頭部から

枯れはじめ,遂には枯損するにいたる｡この興型的な例を苫前町北香川海岸林で観察できた｡

1961年に猿払村シネシソコ,稚内市第二豊岩海岸林にはじめて導入したグイマツは,期

待のもてる樹種であり,垣高をこえても塩風害(先枯?)は他にくらべて割合低い｡それでも

単独で主林木助を構成させることは不安であり,グイマツを先駆樹種とさせながら,海岸林と

して成体している天然林の例を多くみることのできるように郷土樹種トドマツを主林木として

仕立てることが,こんごの課題のひとつであろう｡

トドてツの天然林が他の広兼樹を犠牲休符としながら成立している海岸林がメ-クマ,維

咲内などにみられる｡トドてツを裸地に植栽した結果では,枯損される状態を稚内市サラキト

マナイその他の調査地で経験した.しかし苫前町北香川海岸林でみたようなニセアカシャが保

護されると伸長するという犠牲林効果の実例は他の場所にもおよはしたいものである.

広葉樹では残念ながら天然にみられるカシワ･イタヤの植栽例を殆んどもたないために,

これらの樹種はこんごのものとして検討しなければならないが,苫前地方海岸の二七アカシャ,

天北を通じてのケヤマ-ソノキは適当な材料としてこんごも用いられる樹種であろう｡ヤナギ

ほ初期生長は他のすべての樹種にまさっていて植栽後2年目で垣高をこえるが,大抵の場合小

数列であるので,これを幅員10mかそれ以上にして,前側は梢頭部が枯れてもしだいに樹高

を高めていくことによって先駆樹種としてのヤナギの効果を期待したいものである｡

立地的な天北地方防災林の特長

留朗北部から宗谷にわたり海岸段丘かつづき,段丘上に造成されることの多いことが特色

で,宗谷地方に入ると植田な土壌となっていることが特長的であるO　留頗地方には砂地と泥炭

地が介在していて防災林造成技術を一層困難なものにしている｡埴土一泥炭土に対してほ耕う

ん地ごしらえの方法を改善しなければならず,徴気候を改良するための防風施設の効果的な高

さと密度の決定がこんごの課題としてのこされているo

汀線からの距離と造成技術との関係(犠牲林の必要性)

汀線からどの距離まで内陸に入ったら樹木の生育が風衝形態をとらないで生育できるかと

いう問題は,地形との関連もあるが,天北地方に限らず気象条件のきびしい日本海,オホーツ

ク北部においては,保護帯となって後方主林木帯を助けるいわゆる犠牲林の存在がなければ成



林させることは困難であるO　天然林の調査結果ではメークマにおける例として汀線から150m

ではじまる海岸林の汀線側60mは犠牲林によって,その後方250mの幅の主林木帯が成立し

ている実態を挙げることができる｡

汀線からの距離と塩風害の受け方との間には高い相関関係があり,前述の日高門別町海岸

林で分析した例では汀線からの60m以内の距離にある樹木の針葉にはかなり高いCl′を蓄積

し,そのため枯損するに至った結果をえたO　門別海岸にくらべ風速もつよく台風日数の多い天

北海岸では門EIJ海岸の60mが100mも内陸に入っていると推定されるから,汀線から100m

内外の地帯で高木効果を期待する海岸林の造成は,まず樹種の問題のいかんを問わず,技術だ

けではなかなか解決できないだろう｡

要は,汀線から100m以上の虻巨雛をとって,幅員も300m以上確保し,その中で防災林

の問題を考え,この防災林の後方地帯ではじめて一般造林を,天北の地帯に合った方式として

検討されるべきものであろうO　天北の裸地地帯においては汀線からいくら下げるかということ

でなく,幅の広い防災林とセットとした形で一般造林の方向を論ずべきものと考えられる.

トドマツの品種的な検討の必要性

トドマツを主林木荷にしょうとする海岸林で,犠牲林効果という生態的な方法にのみ解決

の道を求めないで,もっと積極的にトドマツの品種を耐塩性,耐寒性の見地から検討して林帯

造成をおこなうという方法を考える必要がある｡

原田はトドマツ天然林の球果タイプを分叛し,耐寒性の高いアカトドタイプは道東に,低

いアオトドタイプの集団は道西部に分布頻度が高いことを報告し,久保田,畠山らは1966-

1967に道東をおそった寒さの害について,海岸からの風の影響をうける厚岸の検定林において

産地別にトドマツの被害のうけ方を調査した｡これによると道東産のものが道西産天然林産種

子からの苗木にくらべて被害が極端に低くあらわれている｡以上の例でも　種からトドマツ海

岸林を検討する意味が充分にあり,こんご天北地方には耐寒性のたかい道東産種子からの苗木

の植栽を検討する必要があるC

お　わ　り　に

｢海岸林におよはす塩風の吉｣はこんご数多い調査と試験を重ねて実用的な結果をみいだ

すことにつとめたい｡ ｢天北地方防災林の現況とこんごに対する考察｣は一般造林における技

術対策の一環としても検討して頂ければ幸いである｡なおこの報告のとりまとめに当り,調査

を応援して頂いている現地の方々に心から謝意を蓑するO
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